
























































































































































































































































































et Robert Fournier, « L’émergence des écritures migrantes et métisses au 






「カナダ文学の現在―ケベックを中心に」（Cahier, no.14, 2014, p. 18-21）；
日本ケベック学会 2015年度大会シンポジウム「間文化主義再考」（『ケベック
研究』第 8号，2016年，再録予定）．
 2) ケベックだけでなく，フランスの出版社からも刊行されていて，中でも 2000
年代以降の著作はパリの大手出版社 Seuilから同時発売されている．
 3) 前作の『種』（2010年刊）で詳しく描かれている．
 4) 以下，La rive est loin, Boréal, 2013からの引用については，直後に該当ペ
ージのみ記す．
 5) Un enfant à ma porte, Boréal, 2008で触れられている．
 6) 夫の親族は，彼の病気の原因は妻にあると考えている（p. 128）．




 8) 第 4章参照．生まれ故郷の村の風景は『海の中の畑』（2002年）に詳しい．
海とトウモロコシ畑の風景は上海のものだろうか？
 9) 第 12，14章参照．
 10) 詳細は不明だが，家庭の事情らしい．
 11) このエセーは 2人の息子 Leeと Yannに捧げられている．
 12) Voir La lanteur des montagnes, p. 93-94.
 13) Ibid., p. 54-57.
 14) とくに，女性主人公が内面の世界に沈潜していく様子や，『光の服』（Un 
habit de lumière）や『シロカツオドリ』（Les fous de Bassan）で収斂するこ
84
となく複数の声が交差する点には共通性が感じられる．
 15) Michel Le Bris et Jean Rouaud (sous la dir.de), Pour une Littérature-
monde, Gallimard, 2007, p. 41.
 16) 彼女は E. Grangerayのインタヴューに答えて「私はケベックに住んでフ 
ランス語で書く中国人ではありません．書くことを選びました．それだけの 
ことです」と言っている（Christiane Albert, L’immigration dans le roman 
francophone contemporain, Karthala, 2005, p. 66）．
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